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４月２６日（日）に開催しました授業参観に、

全校生徒の８割にあたる２４１のご家庭から

参加があり、学習の様子をご覧いただきまし

た。１年生の参加が特に多く、生徒全員の保護

者が来校した学級もありました。保護者だけ

でなく、祖父母などご家族の方々も多数ご来

校いただき、本校への関心の高さを大変嬉し

く思います。誠にありがとうございました。 

授業参観のあとには、学年ＰＴＡ並びにＰ

ＴＡ総会を開催しました。総会に先立ち、校長

から教職員を紹介し、学校経営方針等につい

て説明させていただきました。 

 

 

 

 

 

総会は藤田栄貴様が議長を務め、昨年度の

活動（各学年の活動報告含む）及び会計決算報

告、今年度の活動計画等が承認されました。 

 

 

 

 

 

 

また、今年度 

ＰＴＡ役員が右 

の方々に決まり 

ました。１年間、 

どうぞよろしく 

お願いいたします。 

そして、これまでご尽力いただきました、千

田和俊会長をはじめ旧役員の皆様に、あらた

めて深く御礼申し上げます。 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北西側

に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風林です。

快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景観を生み出

しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくてはならない「え

ぐね」のような存在であり続けたいと願い、校報のタイトルにし

ています。<学校ＨＰ  https://isawachu.edumap.jp> 
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新田 邦子 主幹 

＜保護者の皆様へ＞ 

写真等の掲載について（お願い） 

校報「えぐね」は、地域に回覧し、本校ホームペ

ージにも掲載しております。生徒写真については、

個人が特定されることがないように工夫しており

ますが、大会や入賞等については氏名を紹介してお

ります。 

現時点でお申し出はありませんが、もしもお子様

の写真の掲載や個人名の公表は控えてほしいとい

う要望がございましたら、５月８日（金）までに、

電話等で学校へ（副校長あて）ご一報ください。 



青組・・・３Ｃ、２Ｃ、１Ｃ

 

 

 

 

 

現在、学校の部活動が全員入部ではなくな

りました。本校では全校生徒の約１５％とい

う、多くの生徒が地域クラブ等に所属して、ス

ポーツや文化活動に親しんでいます。地域ク

ラブ等では学校の休日に大会を行う場合が多

いため、学校行事を土日に開催すると、肝心な

生徒が行事に参加できないという問題が出始

めました。 

そこで本校では、今年度から、体育祭と文化

祭を平日に開催することとしました。保護者

の皆様には年間計画を配布しお知らせしてい

るところですが、地域の皆様も何卒ご理解と

ご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

今年度の体育祭は５月１５日（金）です。 

４月２４日（金）に結団式を行い、２７日（月）

から「学年体育」を授業に組み込みながら体育

祭に向けての取組を進めています。５月１日

（金）には、取組開始の全校集会があり、いよ

いよ３年生のリーダーを中心とした組団活動

が本格的にスタートします。 

今年度は全学年が３学級ずつのため、３組

団での戦いとなります。学級の組団所属は次

の通りで 

す。 

 

「競技賞」、「応援賞」、そして生徒会で設け

た「リスペクト賞」* の「３冠」を目指し、各

組団が火花を散らしています。ご家族や地域

の皆様、ぜひ体育祭にご来場ください。

（＊「リスペクト賞」とは、体育祭当日だけではなく、日常

で挨拶を中心に生活向上を図ろうとする取組です。） 

 

 

 本校では、毎年４月の始めに全校で交通安

全教室を実施、新 

１年生には自転車 

の乗り方を直接指 

導しております。 

また、子どもた 

ちの安全を願って 

ＰＴＡに月初めの登校指導をしていただき、

毎週木曜日にはボランティアの方が下校の見

守りもしてくださっています。しかし、生徒自

身の安全に対する意識はどうでしょうか。人

目のないところでは気が緩んだり、自転車の

危険性を甘くみてしまったりするようです。 

ヘルメットを着用し、自転車は車両であるこ

とを認識して、自分で危険から身を守れるよ

うになってほしいと願っています。ご家庭で

もご指導よろしくお願いいたします。 

体育祭 近づく！ 

スローガン「 彩
いろどり

 ～心に熱を、最強の絆を～」 

自転車を安全に 

学校行事の平日開催 


